
症例 2 諷 3歳  男

①

鸞検診で心雑音 を指摘 され来院 .

V.で 2相′1生P波 を認め るが異常か .

V5で高 いR波 を認め るが異常か .
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症例 20

MEMO

正 常

V■で 2相性 P波 を認め るが陽性部分,陰性部分
とも小 さ く,右′己ヾ性 P波,左心性 P波の いずれ
の基準 も満 足 しない。V5の R波は32mm,V5の R
波 とVlの S波の和は46mmと 成人の左室月巴大基準

〈小児の心電図〉

/Jヽ児のソら、電図1許齢 と ともに変化す る。 乳スカリ己J明には
右室成分が優性で右型 を示すが (電気軸は垂直～右軸

傾向に,右 側胸部誘導 に高い R波 ),成長するに した
がって左室成分が強 くな り,思春期頃にはほぼ成 人 と
変わ らない心電図 となる。この心臓の成長過程に加 え,
/Jヽ児では胸郭が薄 く, ′己ヽ臓 と電極の距離が近い(QRS

は満足 しているが,本例 は 13歳の学童であ り,
学童の左室肥大 基準は満足 しない.13歳 の学童
としては正常の心電図である。

波の振幅が大 きくなる)こ となどもあって,成人の肥大
基準 をそのまま適用す ることはで きない。ガヽ児の心室

肥大基準 (巻末付表参照 )を 用いればよい.P波 に関
しては確立 された基準がな く,成人におけ る診断基準
をそのまま用いれば よい。また PQ時 間, QRS幅 な
ども成人に比 し短 くなるため注意 しなければならない
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